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Ⅰ．問題意識 

本研究では、日本臨床心理士資格認定協会が定める指定大学院（第１種）に在籍する院

生で、かつケースを担当している者（以下、カウンセラー初心者と略記）がケースで抱え

ている自分自身の課題に対して、増井(1999)が提唱した｢心の整理学｣を用いて心理的｢間｣

を取る試みを行う。そして、課題に対する意識の変化や関係性の形成といったプロセスに

ついて、木下(2003)が考案した修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分

析し、その意義について考察する。 

増井(1999) の｢心の整理学｣は、フォーカシングの空間作りを応用して考案した援助方法

である。本人の問題への見方や考え方、特に｢感じ方｣を変えることを主眼としている。 

カウンセラー初心者は、学習時や実習時の自らの課題について意識したり、スーパーヴ

ァイザーから指摘されたりすることがある。そうした体験には落ち込みや混乱、葛藤とい

った感情が伴うことが予想される。このような状態には、課題の整理、課題に伴う感情の

整理、課題と間を取ること等の作業が必要だろう。そこで、このような作業のために、カ

ウンセラー初心者に｢心の整理学｣を実施し、その内容を記述的に分析することを目的とし

た。 

 

Ⅱ．方法 

被験者はカウンセラー初心者 14 名である。被験者に週１回、計３回、ケースで抱えて

いる課題に対して、以下に記述する｢心の整理学｣の３ステップを実施した。 

① 被験者に自分がケースで抱えている課題について丁寧に確認させ、紙に列挙させる。

次に課題を抱えている自分をその位置に置いたつもりでイメージし、ある程度な距離

からその自分を眺めさせる。 

② ｢心の整理図｣作成として、被験者に紙の中央に自分を意味する○を書かせ、①で列挙

させた課題の１つ１つに｢収まりの場｣を確認させ、マークさせていく。次に①同様あ

る程度な距離から自分を眺めさせる。 

③ 被験者に取り組みたい課題を１つ選択させ、その課題に病名をつけさせる。次に被験

者はその病気をイメージし、絵に描き、言いたいことを言う作業を行う。①、②同様、

被験者に色々な病名をつけられた自分を横から眺めさせる。そして被験者に病気の弱

点を想像させ、実際に絵に向かって試してもらう。 

３回目終了後に、筆者が被験者に対して以上のステップにおける体験について半構造化

面接を行った。得られたインタビューデータは、木下(2003)が考案した M-GTA を用いて

分析した。 

 

Ⅲ．結果 

得られたインタビューデータを M-GTA で分析し、結果をストーリーラインにまとめた。

以下の＜ ＞内は形成されたカテゴリー名である。 

体験領域では、被験者は＜自己内省＞を通してケースの振り返りや反省を行った。そし

て課題を抱えている自分自身を＜客観視＞することで、＜自己肯定感＞の高まりが見られ

た。しかしその一方で、自分を甘やかしている感覚の賦活といった＜修得した取り組み方

＞が前面に出ることもあった。また課題に対して＜心の整理図による理解を深まり＞や、

＜自体感の回復による展開＞が確認された。 
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それらの体験は展開領域として、被験者に＜安心感・スッキリ感＞をもたらした。そう

した＜安心感・スッキリ感＞が課題との継続的な関係性を築く心構えといった＜関係性・

とらえ方・取り組み方の変化＞に刺激を与えた。さらに、そうした展開は＜自己効力感の

高まりによる変化＞を与え、課題に取り組めそう、対処できそうという自信の回復、課題

に取り組む意欲の向上、焦りや緊張の軽減といった心理的変化をもたらし＜実践における

変化＞へとつながった。 

 

Ⅳ．考察 

 カウンセラー初心者に｢心の整理学｣を試みる意義として、スーパーヴィジョンで明らか

になった課題を再度振り返り、自らを省みることができる点で、スーパーヴィジョンでの

体験がその場限りの一過性のものになることを防ぐ役割がある。また、｢心の整理学｣によ

り、課題の整理、課題に伴う感情の整理ができるため、次のカウンセリングセッションに

活かすことができると思われる。 

カウンセラートレーニングの観点においても、｢心の整理学｣を試みることで、本人と課

題の関係のあり方を変える視点が加味されると考えられる。つまり、課題の原因を突き詰

めて考えるだけでなく、課題とどのように付き合うかといった取り組み方の視点が加わる

だろう。さらに、カウンセラー初心者に心の平穏や安定、自信の回復がもたらされる点で

も意義がある。以上のことから、｢心の整理学｣は、カウンセラー初心者が課題を抱えなが

らもケースをこなすための方法として有効だと考えられる。 

しかし、②、③の作業に関しては、被験者によっては困難さを感じる場合があり、そう

した際の工夫や方法などについて全体的検討が必要である。 
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